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研究成果の概要（和文）：図書館における目録規則は，1960～70 年代に基本的枠組みが確立さ

れており，情報のデジタル化・ネットワーク化が急速に進む中で，抜本的な再構築の必要性に

迫られてきた。本研究では，目録規則の基盤となる「概念モデル」の構築と，それに基づく目

録原則，目録規則の国際的動向を分析・評価した。また，日本の目録規則の今後の方向性につ

いて，特に他の東アジア諸国に注目しながら検討を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：The framework of cataloging rules in libraries were established 

from the 1960’s to the 1970’s.  Now the framework became old and must be rebuilt in 

consequence of the rapid digitization and networking of information.  In this study, 

keeping this situation in mind, we examined and analyzed the “conceptual model” which 

is regarded as the foundation of cataloging rules, and the movement of the cataloging 

principle and cataloging rules, both of which are based on the model.  And we also examine 

the direction of cataloging rules in Japan, especially paying attention to the cataloging 

rules in other East Asian countries. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)1960～70 年代に確立された目録規則（図

書館の情報資源に関わるメタデータ規則）
の基本的枠組みは，情報のデジタル化・ネ
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ットワーク化が急速に進む中で，抜本的な
再構築の必要性に迫られてきた。本研究を
計画した 2009 年にあっては，次のような状
況下にあった。 

 
(2)IFLA（国際図書館連盟）は，書誌的世界
の概念モデルである FRBR（書誌レコードの
機能要件）を 1997 年に発表し，また今世
紀に入って「国際目録原則」の策定や ISBD
（国際標準書誌記述）の見直しを行ってき
た。FRBR は目録規則再構築の核心と広く認
知されているが，典拠データへの拡張やオ
ブジェクト指向モデル化等の見直しはまだ
進行中であった。一方，AACR2（英米目録規
則第 2 版）を抜本改訂する新規則 RDA
（Resource Description and Access）は，
2008 年に全体草案が出され，刊行を待つ状
態であった。 

 
(3)これらの動きには多くの研究者・実務者
が加わっている。しかし，学術研究発表と
しては，背景や要件を述べる総論的なもの，
FRBR モデルの応用に関するものを除くと，
海外でも多いとはいえず，（2）で述べた動
きの応用が実務的に進展しているにも関わ
らず研究の余地が多く残されているように
思われた。また，博物館・文書館・Web の
世界など他のコミュニティで作られるメタ
データとの接合も大きな問題となっていた
が，個別のクロスウォークの開発を除くと，
総合的な検討が進んでいるとはいえなかっ
た。 

 
(4)一方，わが国の標準目録規則である「日
本目録規則（NCR）」についても抜本的再構
築を迫られているが，2009 年時点では具体
的な改訂作業はまだ行われていなかった。
NCR は国際標準を考慮しながらも，非基本
記入方式や書誌階層など重要な点で独自の
展開をしてきている。そのため，見直しに
おいても独自の理論的・実践的検討が必要
であるが，そうした研究も乏しかった。 

 
２．研究の目的 
(1)研究は，目録規則を，情報環境の進展に
よって顕在化した諸要求－すなわち (1)適
切な概念モデル及びデータモデルに基づく
機械可読性，(2)多様な情報資源のシームレ
スな取扱い，(3)変化する利用者行動の適切
な分析とこれへの対応，(4)他のコミュニテ
ィで用いられる規則との相互運用性－ を
踏まえて捉え直し，今後の在り方を理論
的・実践的の両側面から明らかにすること，
さらに，重要な点で独自の展開をしてきた
わが国の目録規則の，今後の変革に資する
理論的・実践的基盤を構築することを目的
とする。 

 
(2)より具体的には，次の内容を目標とした。 
①概念モデルの在り方 

FRBR について，オブジェクト指向モデ
ル化や典拠データへの拡張など進行中の
動向も踏まえて検討し，書誌的世界の概念
モデルの在り方を検討する。 
 

②目録規則の構造の在り方 
RDA を対象として，依拠する概念モデル

（FRBR）と規則構造との関係，これの全体
構造と個々のエレメントの妥当性，これと
他のコミュニティのメタデータとの相互
運用性，これの適切なエンコーディング法
（RDA ではエンコーディング法を規定し
ない），等を分析・評価する。 
 

③わが国の目録規則の方向性 
わが国の目録規則の歴史の中で生み出

されてきた独自性も踏まえて，今後の抜本
的改訂の方向性を検討する。なお東アジア
では，韓国・中国も英語圏とは異なる独自
の目録規則を運用しており，これらの国の
規則との比較検討も視野に入れる。 

 
３．研究の方法 
(1)共同での研究活動は，主として公開研究
会の形で行った。公開研究会は日本図書館
研究会情報組織化研究グループと共催の形
で行い（一部，情報知識学会関西部会と共
催したものもある），開催回数は 2010 年度
に 7回，2011 年度に 9回，2012 年度に 10
回の計 26 回であった。各回 2時間半程度の
時間をかけ，90～100 分の発表と討議を行
った。開催状況・記録はウェブサイトで公
開した。 

 
(2)このうち 2010 年度第 7回は「東アジアの
目録規則」をテーマに「国際研究会」とし
て開催した。中国と韓国から研究協力者を
招き，研究代表者を含む 3人の発表者で，
日中韓 3カ国の目録規則に関する発表とパ
ネルディスカッションを行った。この回に
ついてはテープ起こし等による詳細記録を
ウェブサイトで公開した。 

 
(3)これらの公開研究会での成果も踏まえ，
研究代表者，研究分担者が後掲の通り，研
究論文もしくは口頭発表の形で成果発表を
行った。 

 
(4)本研究の全体をとりまとめ，2013 年 3 月
に『情報環境の変化に適切に対応する目録
規則の在り方に関する研究 研究成果報告
書』（286p）を発行した。報告書は，研究概
要，公開研究会記録，国際研究会「東アジ
アの目録規則」（22 年度）詳細記録，「図書



 

 

館目録をめぐる動向：2007～2012」，それに
3年間の外部成果発表再録から成る。 

 
 
４．研究成果 
(1)概念モデルの在り方 
①FRBRモデルについて2回の公開研究会を開
催した。また，より大きく，今後の目録の
基盤となる枠組みの検討や，索引の原理的
検討を扱う研究会も 3回開催した。 

 
②概念モデルとの関わりで重要な典拠コン
トロールについて 2 本の論文（下記論文⑧
⑬）を渡邊が発表した。現行の目録法にお
ける典拠コントロールの仕組みを整理し，
いくつかの問題点を指摘するとともに，目
録の変革を目指す近年の動向における典拠
コントロールの方向性を考察した。さらに，
図書館外のコミュニティにおける「識別子」
の動向，セマンティックウェブにおけるオ
ントロジーの動向についても，関連して述
べた。情報環境の変化を背景とした諸動向
の中で，典拠コントロールは以前より明確
に位置づけられ，その重要性は増している
とした。 

 
③FRBR モデルを基盤としている「国際目録原
則」について，渡邊が論文（⑪）を発表し
た。2003 年から 2009 年までの策定過程に
おける草案の変遷や議論の経過を分析した。
全体として根本を揺るがすような大きな変
更はなされなかったが，アクセスポイント
に関わる用語についての異同など意義ある
議論も多かったと結論づけた。 

 
④田窪の論文（①）は，目録を含む「索引」
の構造に注目し，そのタイプと構成要素を
整理したものである。また，メディアを 1
つのレコードで記述することの原理的不可
能性を指摘し，メディアの索引に求められ
る構造を考察して，FRBR モデルを基盤とす
る方向性の問題点も指摘した。 

 
⑤FRBR モデルやそのオブジェクト指向モデ
ル化等を具体的に分析・評価する研究成果
には至らなかった。 

 
(2)目録規則の構造の在り方 
①研究開始直後の 2010 年 6 月に公刊された
RDA について，4回の公開研究会を開催した。 

 
②RDA については，論文発表も行った。松井
の論文（⑭）は，刊行直前の時点において，
RDA と FRBR の関係を論じたものである。RDA
における FRBR 導入の変遷や「全体草案」に
おける FRBR の具体化を考察した。FRBR を
基盤とする RDA の実体記録の論点として，

資料の種別の問題，記述とアクセスの分離，
基本記入の問題を整理した。 

 
③和中の 2本の論文（④⑨）は RDA 開発合同
委員会の「決定を RDA 刊行後に持ち越した
課題」をもとに，従来の目録規則に対する
RDA の新規性と継続性を論じたものである。
論文⑨では，伝統的な「転記の原則」に関
わる事項を詳細に論じた。また，メタデー
タと目録法の方向性についても論じた。一
方論文④では RDA 導入直前の段階で既に行
われている改訂作業に焦点をあて，その内
容を詳細に考察した。 

 
④和中の別の 2本の論文（⑤⑥）は，LC 等に
よる RDA の「導入テスト」を中心に，実装
に向けた諸動向を論じたものである。論文
⑥では，導入テストの状況を解説するとと
もに，書誌コントロールの課題を示す 4 種
の RDA 文書について論じた。論文⑤では導
入テストまでの経緯をより詳細に論じると
ともに，RDA の特徴を整理・分析した。 

 
⑤渡邊の論文（⑩）は「機械可読性」の視点
から RDA 及び MARC21 を分析・評価したもの
である。エレメントの弁別とデータ管理，
FRBR モデルへの密着，意味的側面と構文的
側面の分離，の諸観点から RDA の機械可読
性を評価したが，その十全な発揮には MARC
フォーマットの分析も必要であるとした。
MARC21 フォーマットによる RDA の表現を分
析し，RDA の意味的構造を表現することは
達成されているが，意味的構造そのものが
機械可読とはなっていないという限界を指
摘した。 

 
⑥2011 年に「統合版」が発表された ISBD（国
際標準書誌記述）について，2 回の研究例
会で扱い，その成果をもとに松井が学会発
表（下記学会発表①）を行い，その後論文
（②）を発表した。統合版刊行までの流れ
を整理するとともに，その改訂内容の分
析・評価を行った。特に大きな改訂点であ
るエリア０（内容形式と機器タイプエリア）
の新設について，方向性を評価しつつ，そ
の問題点を指摘した。 

 
⑦和中の論文（⑦）は戦後の国際的な書誌コ
ントロール体制の歴史的展開を扱っている。
書誌コントロールという術語の成立，戦後
体制を築いた 4 つの国際会議について論じ
た。 

 
⑧RDA の規則構造と評価，FRBR モデルとの関
係，MARC21 フォーマットの問題も含めた機
械可読性，実装に向けた動向，典拠形アク
セスポイント，ISBD 統合版の分析・評価等，



 

 

この課題については様々な角度から一定の
研究を積み重ねることができた。 

 
(3)わが国の目録規則の方向性 

①研究初年度に 2回の公開研究会を開催し，日
中韓の目録規則を扱った。特に 2011 年 1 月
開催分は中国・韓国から専門家を招いた国際
研究会（「東アジアの目録規則」）で，非基本
記入制など世界的には珍しい特徴を共有す
る 3カ国の規則について相互理解を深め，今
後の目録規則の在り方を相対性をもって考
えて行く基礎を得られた。その詳細記録を最
終報告書に掲載した。 

 
②日本目録規則（NCR）については，2013 年 2
月の公開研究会で日本図書館協会目録委員
会の委員長を招いて検討を行った。本研究の
最終盤での開催となり，NCR の今後について
研究期間中にまとまった研究成果を出すに
は至らなかった。 

 
③書誌コントロールの戦後体制を論じた和中
の論文（⑦）はわが国の戦後の目録規則の変
遷，国立国会図書館の書誌コントロール活動
の変遷についても扱っている。 
 

④その他，4回の公開研究会で，国立国会図書
館や大学図書館の目録に関する動向を扱っ
た。 
 
(4)その他：他のコミュニティのメタデータ
との関係 

①他のコミュニティのメタデータとの相互
運用性は，今後の目録規則を考えるうえで
重要である。このため，2 回の公開研究会
で「文化情報資源」のメタデータを，3 回
の公開研究会でアーカイブズ（文書館）の
メタデータを，それぞれ扱った。また，最
も汎用的に用いられている記述的メタデー
タである「ダブリン・コア」について，2
回の公開研究会で扱った。 

 
②研究組織内では研谷が文化情報資源を専
門としており，論文（③⑫），学会発表（②
③⑦）はその成果である。また，田窪によ
る学会発表（⑤）は，MLA 全般の情報組織
化に触れている。 
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